
◆
利
神
城
跡
の
活
用
で
地
域
再
生

　

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
に
改
正
文
化

財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
文
化
財
活
用
の

時
代
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

「
文
化
的
な
価
値
の
向
上
」
を
目
的
に
文
化

財
の
保
存
・
継
承
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
に
加
え
て
地
域
再
生
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
文
化
財
の
活
用
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

利
神
城
跡
の
整
備
に
あ
た
っ
て
重
要
な

課
題
は
不
安
定
な
石
垣
遺
構
の
整
備
で
す
。

こ
の
た
め
、「
石
垣
を
非
解
体
を
原
則
に
、

よ
り
よ
い
現
状
保
存
を
図
る
」
こ
と
を
原

則
と
し
て
、
石
垣
整
備
の
方
法
を
明
確
に

示
し
た
上
で
、
活
用
を
図
る
こ
と
で
地
域

力
を
生
み
出
す
未
来
像
と
そ
の
道
筋
を
提

示
す
る
『
利
神
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
の
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

　

整
備
面
で
は
、
史
跡
の
保
護
と
公
開
に

向
け
た
安
全
確
保
の
た
め
、
城
郭
全
般
の

遺
構
確
認
調
査
を
急
ぎ
、
山
城
地
区
に
お

い
て
は
主
郭
部
の
石
垣
と
基
礎
地
盤
の
安

定
化
工
事
を
、
御
殿
屋
敷
地
区
に
つ
い
て

は
実
態
解
明
に
基
づ
く
遺
構
整
備
を
、
と

も
に
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
事
業
と
し
て

詳
細
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
保
存
・
整
備
上
の
主
要
課
題

　

利
神
城
跡
の
石
垣
遺
構
の
保
全
と
活
用

に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

（
１
）  

民
有
地
の
公
有
地
化

（
２
）
史
料
及
び
遺
構
の
調
査
・
研
究

（
３
）「
石
垣
維
持
管
理
」の
仕
組
み
づ
く
り
。 
　

①
主
郭
部
の
整
備
と
管
理
に
不
可
欠
な

　

ア
ク
セ
ス
手
段
の
整
備

　

②
石
垣
の
変
状
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

　

シ
ス
テ
ム
導
入
と
石
垣
カ
ル
テ
の
更
新 

　

③
遺
構
保
存
と
景
観
確
保
及
び
来
訪
者

　

の
安
全
を
考
慮
し
た
樹
木
の
管
理 

　

④
石
垣
の
背
面
構
造
把
握
と
雨
水
管
理

（
４
）
石
垣
の
時
代
相
を
考
慮
に
入
れ
た

保
存
整
備
工
事
方
法
の
決
定 

（
５
）
来
訪
者
の
安
心
、
安
全
に
配
慮
し

た
登
山
路
・
便
益
施
設
な
ど
の
整
備

（
６
）
史
跡
の
価
値
を
的
確
に
伝
え
る
サ

イ
ン
整
備
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
強
化

◆
管
理
・
運
営
上
の
主
要
課
題

　

史
跡
の
保
全
は
長
年
、
地
元
に
よ
る
継

続
的
で
献
身
的
な
美
化
活
動
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
運
営
面
に
お
い
て
は
、

地
域
住
民
の
減
少
を
踏
ま
え
、
史
跡
を
未

来
に
継
承
し
て
い
く
事
業
手
法
、
観
光
資

源
化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
打
ち
出
す
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
整
備
基
本
計
画

の
策
定
と
併
せ
て
、
次
の
４
項
目
を
中
心

に
具
体
的
な
計
画
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
広
範
な
史
跡
全
体
の
草
刈
り
・
美
化
、

樹
木
伐
採
な
ど
維
持
管
理
の
体
制
づ
く
り
。

（
２
）
持
続
的
な
整
備
・
運
営
を
行
う
た
め
、

国
県
補
助
金
の
み
に
依
存
し
な
い
自
主
財

源
の
調
達
に
向
け
、
新
た
な
産
業
を
生
み

出
す
観
光
資
源
化
の
仕
組
み
づ
く
り
。

（
３
）
地
域
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
場
の
創
出

と
利
神
城
フ
ァ
ン
の
育
成

（
４
）
地
域
内
外
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
と
情
報
発
信

史跡の恒久保存と活用で観光資源化

　

町
は
、
利
神
城
跡
の
確
実
な
保
存
と
適
切
な
活
用
を
図
る
た

め
、
整
備
基
本
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
石
垣
や
史
跡
整
備
、
景
観
、
地
盤
工
学
、
建
築
な
ど
の

専
門
家
と
地
元
関
係
団
体
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
。
第
１

回
会
議
を
11
月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
を
目
途

に
整
備
と
管
理
の
事
業
計
画
を
立
案
し
ま
す
。
本
号
で
は
、
町

の
策
定
方
針
と
主
要
な
検
討
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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